
○ 観光入込客数調査・・・３９７地点 ○ （単位：人、％）

・

○ アンケート調査・・・回答数２,８８５ ・
・ 対面聞き取り方式 ・
・ 四季毎に、年４回×県内１０箇所で調査 ・
・ 主な質問項目 ： 性別、年齢、居住地、旅行目的、消費動向、利用交通機関、満足度、訪問地点数　等 ・

○ 宿泊客数調査 ・
・ 観光庁が実施する宿泊旅行統計調査の結果を使用。

○ 山梨県観光入込客（実人数）は３，４６４万６千人であり、前年比　△８．１％ ・ １年を春期（３～５月）、夏期（６～８月）、秋期（９～１１月）、冬期（１～２月及び１２月）に分け、比較した。
・ 日帰り客（実人数）は ２,５７７万６千人であり、前年比 △９．５％ ・ １年のうちで夏期が９９３万人（構成比２８．７％）と最も多く、冬期が６６１万人（構成比１９．１％）と最も少ない。

宿泊客（実人数）は ８８７万人であり、前年比 △３．８％ ・
・ 県外客（実人数）は ２,８６１万５千人であり、前年比 ＋５．６％

県内客（実人数）は ６０３万人であり、前年比 △４３．１％
※県外客(実人数)には外国人を含む。

○ 観光消費額は、県全体で ４，３３０億円であり、前年比 ＋８．２％
１人当たりの平均観光消費額は、 １２，４９８円であり、前年比 ＋１７．７％

<参考>
○  外国人延べ宿泊者数(速報値)は２２２万６千人であり、前年比 ＋１３．５％ 　出典：観光庁宿泊旅行統計調査

・

○ 傾向
・ ・ ■1月～2月 寒気の南下が少なかったことや全般に晴天の日が多かったことにより、観光入込客数は増加した。

前年に引き続き、自然や温泉を楽しむ目的での観光客が多い。 ■3月

■4～5月

■6月 低気圧や前線の影響で雷雨となる日があった一方、高気圧に覆われて晴れる日もあり、全体としては微増した。

■7月 梅雨明けが７月２９日と、昨年に比べて１か月近く遅かったことが影響し、対前年比で３０．９％の減少となった。

■8～9月 大気の状態が不安定となる日があり、観光客数は減少した。また、９月には大型の台風１５号の影響があった。

■10月

■11～12月 前半は晴れる日が多かったが、後半には低気圧や前線の影響で曇りや雨、みぞれの日が多くなった。

各統計数値は、端数処理をしているため表中の合計値と個々の数値の合計が一致しないことがある。

令和元年 山梨県観光入込客統計 調査結果（平成３１年１月～令和元年１２月）

大型の台風１９号が接近し、中央道が通行止めとなるなど、交通機関に被害を及ぼしたことにより、観光入込客
数は対前年比で２５．９％の減少となった。

普段身近に接する人からの情報やインターネットでの情報を
旅行の参考とする観光客が多い。

各圏域とも減少した。構成比では富士・東部圏域が５１．
４％と半数を超えている。

峡中は ４９６万３千人であり、前年比 △１３．３％

峡東は５４２万３千人であり、前年比 △１２．１％

峡南は ２４２万３千人であり、前年比 △０．４％

峡北は ４０２万０千人であり、前年比 △１７．４％

富士・東部は １,７８１万７千人であり、前年比 △３．７％

属性別の１人当たり平均消費額　県外日帰り客１０，０８５円、県内日帰り客４，４６２円、訪日外国人日帰り５，７１８円、
県外宿泊客２４，１４６円、県内宿泊客１９，００１円、訪日外国人宿泊客１２，７９５円

前年と比べて春期、冬期は増加したものの、夏期、秋季は減少した。特に夏期は前年比１８．６％の減少となっ
た。

対前年比で１２．６％の増加となった。中部横断自動車道（新清水JCT～富沢IC、下部温泉早川IC～六郷IC）の
開通等の影響によるものと考えられる。

高気圧に覆われて晴れた日が多くなったことやゴールデンウィークが１０連休となったことにより、観光入込客数
は増加した。特に５月は対前年比１１．６％増となった。

自然（山岳、湖等）、歴史・文化（神社、美術館、ワイナリー等）、温泉・健康、スポーツ・レクリエーション（公園、遊園地等）、都市型観光
（農産物直売所等）、その他（道の駅等）、行祭事・イベントなど、県内の観光地や観光施設に対して、来客の利用状況を調査

東京、神奈川、静岡、埼玉、長野など、隣接する都県からの来訪
者が多い。

車を利用した観光客が圧倒的に多く、次いでJR在来線の利用
が多い。

～観光客のアンケート調査結果～

圏域別の比較（実人数）

期別、月別の比較（実人数、３カ年比較）結果概要

【３カ年比較グラフ】

【期別構成比】

調査方法 ～観光庁が定めた「観光入込客統計に関する共通基準」に基づく調査（平成２２年４月より導入）

県外観光客の居住地 交通手段（複数回答）

旅行目的（複数回答） 旅行計画の参考資料（複数回答）

【３カ年比較表】

  単位：人

月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

平成２９年 2,087,294 1,564,686 2,020,445 3,126,517 3,605,328 2,837,961 3,024,083 4,189,697 2,628,120 2,637,840 2,805,704 1,634,164

平成３０年 2,491,616 1,902,523 2,381,812 2,873,393 2,996,881 2,497,095 4,103,648 5,595,011 3,449,537 3,746,489 3,588,197 2,061,526

令和元年 2,693,001 1,993,830 2,682,456 3,089,717 3,343,363 2,564,119 2,836,986 4,524,884 2,883,764 2,774,922 3,333,868 1,924,602
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単位：人

項目 平成２９年 平成３０年 令和元年 対前年比 対前々年比 備考

春期 8,752,290 8,252,086 9,115,536 110.5% 104.2% ３～５月

夏期 10,051,741 12,195,754 9,925,989 81.4% 98.7% ６～８月

秋期 8,071,664 10,784,223 8,992,554 83.4% 111.4% ９～11月

冬期 5,286,144 6,455,665 6,611,433 102.4% 125.1% 12月、１～２月

年計 32,161,839 37,687,727 34,645,512 91.9% 107.7%
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